
６月５日（日）から６月1１日（土）までは「危険物安

全週間」です。事業所や個人での危険物の取扱いには十

分気をつけましょう。 

 また、ガソリンを携行缶で購入される際は、右図のと

おりガソリンスタンドで確認を行いますので、ご理解と

ご協力のほどよろしくお願いいたします。  

 

 

   

 

お問合せ：消防本部 予防課（電話：0739-26-9954） 
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放送大学 入学生の募集について 

放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、学び

を楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。 

 

 

 ○募集学生の種類 

 -教養学部-                     -大学院- 

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す） 

 

 

 ○出願期間 

 令和４年６月10日～８月31日、９月１日～９月１３日（インターネット出願も受け付けております） 

 

 

 □資料請求（無料）・お問合せ 

 〒641-0051 和歌山市西高松一丁目７-20 放送大学和歌山学習センター 

 電話：073-431-0360 FAX：073-431-0311 放送大学ホームページ https://www.ouj.ac.jp 

６月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

７日（火） ・ ２１日（火）   
      

  ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

  ◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

  ◎必ず紙ヒモでくくってください。  
  

   ※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

【令和４年度危険物安全週間推進標語】 

一連の 確かな所作で 無災害 

 今回は「スマホ基本編」と「スマホ基本編＋（プ

ラス）」の２講座を行います。「スマホ基本編」は

スマートフォンを買ったものの、使い方やＬＩＮＥ

のことがいまいち分からない、難しいと感じる方に

おすすめです。「スマホ基本編＋（プラス）」はス

マートフォンを使ってはいるけれども、もう少し使

いこなしたい方におすすめです。 

 スマートフォンの基本的な操作からＬＩＮＥの使

い方まで、主事が分かりやすくお教えします！ 

申込期間：６月１３日（月） 

       ～６月２１日（火） 

※お申込みは、上記期間中に公民館へお電話

いただくか、直接窓口へお越しください。 

※土日祝は公民館はお休みです。 

 

 芳養公民館のイベント情報やお知らせを発信しています。 

 ぜひ友だち登録をお願いします。  
 

 登録方法 ①ＩＤ検索で  

      「＠755uazod」を検索する。  

      ②右のQRコードを読み取る。 

 ①、②のどちらかの方法でご登録ください。 

スマホ講座を開催します！ 

⇦ 開催日はこちら！！ 

令和４年度 危険物安全週間の実施について 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

清く 高く のびのびと ６月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 さわやかなお天気が続いたり雨が続いたりしています。梅雨には大雨に

よる災害が毎年起こっています。今年は起こらないようにと願います。梅

雨の前に、災害を想定した備えを確認しようと思います。 

歩ききった春の遠足 

 ４月28日（木）に、「ライオンズの森」に全校で

遠足に行ってきました。当日は、そんなに暑くな

かったのですが、大坊坂の往復を入学して間もない

１年生が元気に歩ききりましたので、上級生達も

「しんどい。」と一言も言えずに歩きました。「ラ

イオンズの森」では、ザリガニ釣りや「ふるさと自

然センター」の見学をしました。あいにくザリガニには出会えませんでし

たが楽しみました。 

きれいになりました！ 

 ５月15日（日）に育友会奉仕作業を行いまし

た。当日は、保護者の方だけでなく、青年団、

学社融合推進協議会環境整備部の方にもお手伝

いいただき、草刈りや木の剪定、畑の畝作りを

しました。草刈りはさすがプロ集団。あっとい

う間にきれいにしてくださいました。ありがとうございました。  

５月18日（水）のクラブの時間に、津田奈保子さん

と上山いづみさんから植物パッチワークをご指導いた

だきました。 

子ども達は、休み時間に摘んできた春の草花

を使って作品を作りました。子ども達は、時間

を忘れて楽しんでいました。 

 できた作品は、学校の方に展示していますので見に来てください。 

植物パッチワーク～ふるさと探検隊活動 ～ 

どの本にしようかな？～選書会をしました～ 

 大坊小学校では、子ども達に本を読むことを楽しんでも

らいたいと考えています。今年度も本屋さんに来てもらっ

て、図書室に入れる本を一人一冊ずつ選び購入しました。

自分が読みたい本を選んだ子ども達は、箱の中から他の面

白そうな本を見つけては夢中になって読んでいました。 

 昨年は、選ばなかった厚めの「読み物」を高学年が選んでいるのを見る

と嬉しくなりました。 

 教師はいろんなジャンルの本を紹介して、子ども

と本のかけ橋になりたいです。 

 この読書の輪を保護者や地域の方にも広げていけ

たらと思います。 

  「自主・自律・連帯」６月号 

    ～梅雨入りの季節～ 

若鮎の踊る季節となりました。皆様方におかれましては、これから蒸し暑い

日が続きますので、お体に気をつけてお過ごしください。 

 さて、明洋中学校では、引き続き、マスク・消毒・手洗い・うがいなどの感

染症の予防対策を行いながら学校生活を続けています。  

◇令和４年度部活動スタート 

 新入生が各クラブに入部し、令和４年度の部活動がスタートしました。

各クラブの部員数は次のとおりです。  

クラブ名 １年 ２年 ３年 合 計 
野球 ７ ５ ７ １９ 

サッカー ２ ５ ７ １４ 

バスケ男子 １２ ５ １ １８ 

バスケ女子 ７ ４ ４ １５ 

テニス男子 ５ １０ ８ ２３ 

テニス女子 １３ ７ ５ ２５ 

剣道男子 ０ ２ ２ ４ 

剣道女子 ２ １ ０ ３ 

卓球男子 １ ４ ３ ８ 

陸上男子 ０ １ ２ ３ 

陸上女子 １ ４ １ ６ 

バレー女子 ３ ５ ０ ８ 

体操男子 ３ １ ２ ６ 

体操女子 ８ ０ ５ １３ 

柔道男子 ０ ０ ３ ３ 

柔道女子 １ ０ ３ ４ 

吹奏楽 １４ １３ １０ ３７ 

文化 ９ ９ ９ ２７ 

社会体育 ４ ７ ３ １４ 

◇睡眠時間の調査から 

 明洋中学校では、学期に１回、睡眠時間の調査をしています。今回は

５月中に行いましたので、その結果を紹介します。  

 ◎就寝時刻の平均 

  １年 22:27 ２年 23:03  ３年 23:01 

  ◎０時以降に就寝した生徒数 

  １年 ４名  ２年 １３名  ３年 ４名 

 以上のような結果になりました。 

 「寝る子は育つ」という言葉もあるように人間の体にとって睡眠はと

ても大切なものです。中学生のような成長期における睡眠はなおさらで

す。また、睡眠時間が長い子の方が学力が高くなるという調査もありま

す。ご家庭でももう一度生活習慣を見直してみませんか。 

 朝、通学路で子どもたちの登校の様子を見ています。事故のないように、

子どもたちに挨拶の習慣が身につくように・・・そんな思いで続けている

のですが、朝のこの時間が私にとって貴重な時間になっています。 

 毎日多くの子どもたちと挨拶をかわします。朝から笑顔で気持ちのよい

挨拶にふれると、その日一日がとても良い日になる気がします。黄色いラ

ンドセルカバーをかけた１年生がしっかり歩いて登校している姿に出会

うと、思わず応援したくなります。途中まで送ってくれたおうちの人に、

何度も振り向いて手を振っている１年生の男の子がいます。横断歩道では

安全を確かめ、いつもピンと手をあげて渡っています。１年生ならではの

光景です。 

 横断歩道で止まってくれた車に、頭を下げてお礼の気持ちを伝えられる

子どもも増えてきました。そんな子どもたちの姿に元気をもらいながら、

私の一日が始まります。 

朝の登校風景から 

 しかし、どんな子どもでも、成長の過程ではさまざまな姿を見せるもの

で、それはおうちの方や教師が見て、いつもいい姿ばかりではありません。

悪ふざけをしたり、我を通そうとしてけんかになったり、やる気をなくし

たり、時にはだらしない態度をしてみたり・・・。子どもなるがゆえに、

未熟な成長の過程にあるための問題や改めなければならない点など多く

あるはずです。それを直していくよう努めることは大切ですが、それ以上

に、得意とするところや、よい面を見つけて、認め知らせて行くことの方

がもっと大切です。子どもは、よくみてくれる人に対しては、よくなろう

と努めるものです。 

 子どもにしたい放題のことをさせて気にもとめない放任であったり、子

どものいうことを何でも受け入る溺愛であったりしてはならないのはい

うまでもありませんが、子どもが見せるさまざまな姿も理解ある目で見つ

め、時には大目にみてやることも大事だと思っています。多くの経験から

さまざまなものを得、自分で軌道を修正しながら、自分の力で改めて伸び

ていけるようになれば、本当の力になるでしょう。学校でも、おうちでも、

そのような言葉がけを心がけたいものです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

いい子と悪い子。勝ちと負け。 

 僕たちは勝手にそれに○と×をつけてきた。 

 ○と×のレッテルを貼る生き方はお手軽だ。 

 勝ちが○で負けが×、本当だろうか。 

 子育てに苦労しているお父さん、お母さん、気づいてほしい。 

 勝ちのような負けがあったり，負けのような勝ちがあったりすること 

 を。         
                  鎌田實・著『○に近い△を生きる』より 

６月号 


